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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成25年12月19日(2013.12.19)

【公開番号】特開2013-68804(P2013-68804A)
【公開日】平成25年4月18日(2013.4.18)
【年通号数】公開・登録公報2013-018
【出願番号】特願2011-207456(P2011-207456)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   5/30     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/30     (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  55/04     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1335   (2006.01)
   Ｂ２９Ｋ  29/00     (2006.01)
   Ｂ２９Ｌ   9/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   5/30    　　　　
   Ｂ３２Ｂ  27/30    １０２　
   Ｂ２９Ｃ  55/04    　　　　
   Ｇ０２Ｆ   1/1335  ５１０　
   Ｂ２９Ｋ  29:00    　　　　
   Ｂ２９Ｌ   9:00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年10月30日(2013.10.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　保護フィルムと、前記保護フィルムの一方の面に形成されている厚さ１０μｍ以下の偏
光子層とを備える偏光板の製造方法であって、
　基材フィルムの一方の面に、ケン化度（モル％）および平均重合度が以下の式（１）ま
たは式（２）の関係を満たすポリビニルアルコール系樹脂からなる樹脂層を形成して積層
フィルムを得る樹脂層形成工程と、
　前記積層フィルムを一軸延伸して延伸フィルムを得る延伸工程と、
　前記延伸フィルムの前記樹脂層を二色性色素で染色して偏光子層を形成して偏光性積層
フィルムを得る染色工程と、
　前記偏光性積層フィルムにおける前記偏光子層の前記基材フィルム側の面とは反対側の
面に保護フィルムを貼合して多層フィルムを得る貼合工程と、
　前記多層フィルムから前記基材フィルムを剥離する剥離工程と、を有する、偏光板の製
造方法。
　　９６モル％＜ケン化度≦９８モル％　　　（１）
　　９３モル％≦ケン化度≦９６モル％　かつ　平均重合度≧２５００　　　（２）
【請求項２】
　前記延伸工程において、前記樹脂層が５倍超の延伸倍率で一軸延伸される、請求項１に
記載の偏光板の製造方法。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】偏光板の製造方法
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